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特別損失の計上および 2022年３月期通期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022年３月期において、下記の通り特別損失（減損損失）を計上いたしましたので、お知らせい

たします。また、2022年３月期（2021年４月１日～2022年３月 31日）決算において、2021年６月 11日に公

表しました 2022 年３月期通期の業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、採算性が悪化している直営事業所の固定資産の将来回収

可能性を検討した結果、2022 年３月期におきまして 39,205 千円の減損損失を特別損失に計上いたしました。 

 

２．2022年３月期通期業績予想と実績値との差異 （2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

7,700 

百万円 

279 

百万円 

287 

百万円 

201 

円 銭 

51.97 

実 績 値 （ Ｂ ） 7,550 289 285 112 29.08 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △150 10 △2 △89 － 

増  減  率（  ％  ） △1.9 3.6 △0.7 △44.3 － 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 6,494 81 90 △440 △113.93 

 

・2022年３月期通期業績予想と実績値との差異 

当社におきまして 2021年４月から各地域で順次発令された緊急事態宣言により一部事業所において臨時休

業となったものの、６月 21日以降は各種感染防止策を徹底しつつ全国で営業を継続いたしました。 

また、12月の緊急事態宣言等の解除後は宿泊を伴うイベントを一部再開する等、感染状況に応じた施策を

実施し、一定の安定した運営の結果、売上⾼については、概ね計画通りに推移しました。 

利益面につきましては、原燃料価格の上昇による全国的な水道光熱費増加の影響があったものの、各業務の

オペレーション見直しやＷＥＢ会議システムの活用による人件費、旅費交通費をはじめとするコストコント

ロールの徹底、本社部門の効率化による労務費削減など、経費圧縮を進めた結果、営業利益および経常利益に

つきましては、概ね計画通りに推移しましたが、当期純利益につきましては、上述の通り特別損失を計上した

ことにより、予想を下回ることとなりました。 

以 上 


